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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第１回院内研修があります。

日　時：　5月 14日（火）　5月15日（木）17：30～18：30
場　所：メンタルケア病棟3階　会議室
テーマ：「電話対応について」
講　師：接遇委員会　福士亜希子委員長
忘れずに参加していきましょう。

・5/20欠席者部署懇談会があります。

・5/15木村　誠CWが外来・通所ローテ予定となっている。
・高阪　博英様～5/14初外来、通所利用開始予定となっている。
・清水　泰雅様～本日より毎週金曜日青山荘利用開始となっている。

・其田　淑子様～昨日服薬チェック施行時就床前薬１Ｐ不足している事確認している。本人様へ確認していますが、事実を認めようとする事はない。次回受診時就床前薬１Ｐ多く処方して頂く予定。

・谷川　実義様～5/9本人様来所し、「お湯が無くて困っているみたいだから使ってほしい」ポットとミニテーブルを持参している。青陽館にも備品である為、気持ちだけ受け取る事伝え、持ち帰って頂いている。

　　　　　　　　5/10本人様来所し、「来週の火曜日から来ませんから」と話し荷物をまとめ、理由について「言っても仕方がない。手帳を持ってるだけで採用は却下になる。自分の身は自分で守るしかないからここにいてイライラして病気が悪くなるくらいなら来ない方が良いと思いました」と表情硬くし話ししている。

5/13外来受診時主治医へ相談しデイケアを退所したいと話ししている。

・田向　玲美様～カウンセリング開始当初は「自分の事を深く考えたい」と話す事や“カウンセリングをやらなきゃいけない”という様子が見られていたが、徐々に気が緩んできた様子見られ、“カウンセリングをやらなきゃいけない”と言う様子は見られなくなってきている。デイケア利用に関しては「若い人に嫌な事言われる」と話し月・水・金利用予定となっているが、現在は毎週火曜日利用出来ている。来所時は通所出来た事評価している。
・工藤　豪峰様～現在就職活動中だが、病名を明かすか明かさないかでハローワークとの間にイライラ感生じている様子見られている。考える幅が広がってきた様子見られ、極端に人に合わせる様子見られている為、今後楽に生活が出来るよう話し合いを行っていく予定としている。
・佐藤　奈々恵様～相手の話した言葉を極端に気にしパニックになってしまう事ある。また、交際相手の事でも不安定となる事多く見られている。現在、交際相手のペースに合わせ逢わない日を作っているとの事です。今後は相手のペースにだけ合わせるのではなく、本人様のペースに合わせて頂けるようにしていく事も必要である事話ししている。
【事例　振り返り】

菅原　信正様

5/3　本人様より架電あり、

16：50　本人様より架電あり、デイケアへの不満を次々と挙げている。呂律不良で、外出
先で飲酒している事、腹部にナイフが刺さっていると話ししている。
腹部へナイフが刺さっている状態であれば病院受診する様促すも聞き入れる事出

来ず、一方的に話し続け、終話している。

→母様へ連絡し、架電があった事・電話内容について説明し、周辺を捜索して頂きたい旨伝えている。

5/6　外来受診日にも関わらず、本人様受診せず。外来スタッフより電話連絡行う。

　　　母様電話に出て、5/5腹部にナイフを刺し、苦しくなり市民病院へ救急搬送されたとの情報あり。デイケアへ情報提供する。→デイケアスタッフより母様へ詳細について確認している。
→デイケアではスタッフの各々の行動の振り返りを行ってい、報告書作成している。

今後について…

・本人様への対応の仕方と普段との違いを把握する。

・トラブル等あった際、冷静な状態になってから再度対応する。

・患者様個々の情報共有が十分に行われていなかった。

・本人様に対して“いつもの事”と流してしまっている部分があった。
・本人様の市民病院への入院後のフォーローが出来ていなかった。

↓

・“いつもの事”と流してしまうのではなく、些細な変化も見逃さないよう対応していく。

　また、些細な気になる事でも他スタッフとの情報共有を行っていく。

・本人様が“迷惑かけた”とのメモ等もあった為、現在の本人様の状態について家族様へ確認し、

本人様と話せる機会を設けていく。

